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『
日

本
外

交

文

書

』
に
見

え

る

高

島

炭

坑

関

係

資

料

索

引崔

泰

鏑

『
日
本
外
交
文
書

』
に
見
え
る
高
島
炭
坑
関
係
の
資
料
と
し
て
は
、
高
島
炭

坑
の
政
府
買
収

に
関
す
る
件

(第
七
巻
)
、
高
島
炭

の
直
輸
出
問
題
に
関
す
る

件

(第
十

一
巻
)

お
よ
び
高
島
炭

坑
に
関
す
る
英
商
社
訴
訟
事
件

(
第
十

一
巻

お
よ
び
第
十
二
巻
)
な
ど
が
あ
る
・

こ
れ
ら
の
諸
件

に
関
す
る
資
料

の
中
で
、
主
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
文
書
項

目
を
件
別
に
整
理
し
て
索
引
を
作
成
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
高
島
炭
坑

の
政
府
買
収
に
関
す
る
件

『
日
本
外
交
文
書

』
第
七
巻
の
く
事
項
九
V
に
は
、
高
島
炭
坑

の
政
府
買
収

に
関
す
る
顛
末
が
詳
細

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
主
な
文
書
項
目

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。

項
目
番
号
二
百
九
十
四

明
治
七
年

一
月
十
二
日

「
グ

ロ
ヴ
ア
」
商
会
破
産
管
財
人

「
フ
オ
ン
・
デ

ル
・
ポ

ッ
ト
」
よ
り
高
島
出
張
上
野
外
務
少
輔
宛

「
明
治
六
年
十
二
月
二
十
七
日
調
印
ノ
高
島
炭
坑

二
関

ス
ル
約
定
施
行

ノ
用

意

ア
ル
旨
申
出
ノ
件
」

(英
文
お
よ
び
和
訳
文
)

『
日
本
外
交
文
書

』
第
七
巻
、
五
百
三
十
八
～
五
百
三
十
九
頁

項

目

番

号

二

百

九

十

七

明

治

七

年

一
月
十

五

日

「
グ

ロ
ヴ

ァ
」

商

会

破

産

管

財

人

「
フ
オ

ン

・
デ

ル

・
ポ

ッ
ト
」

よ

り
吉

井

鉱

山
頭

宛

「
高

島

炭

坑

引

渡

シ

ニ
関

ス

ル
約

定

中

和

蘭

国

人

側

二
於

テ

不

履
行

ノ
箇

条

ア

ル
由

ノ
処

右

二
関

シ
商

議

方

了

承

ノ
旨

回
答

ノ
件

」

(
英

文

お

よ

び

和

訳

文
)

『
同

上

』
第

七

巻

、

五

百

四

十

～

五

百

四

十

一
頁

。

項
目
番
号
二
百
九
十
九

明
治
七
年

一
月
十
七
日

「
グ

ロ
ヴ
ァ
」
商
会
破
産
管
財
人

「
ポ

ッ
ト
」
よ

り
高
島
出
張
上
野
外
務
少
輔
宛

「
高
島
炭
坑
引
渡

シ
ニ
際
シ
其

ノ
修
繕
費
支
払
方
申
出
タ
ル
モ
工
部
省
側
之

ヲ
受
諾

セ
サ
リ
シ
旨
通
報
ノ
件
」

(
英
文
お
よ
び
和
訳
文
)

『
同

上

』
第
七
巻
、
五
百
四
十
六
～
五
百
四
十
九
頁
。

項

目

番

号

三

百

明

治

七

年

一
月

十

七

日

工
部

省

代

理

「
デ

ビ

ト

ソ

ン
」

と

「
グ

ロ
ヴ

ァ
」

商

会

破

産

管

財

人

「
ポ

ッ
ト
」

と

の
間

の
約

定

「
高

島

炭

坑

引

取

二
関

シ
細

則

取

極

ノ
件

」

(
英

文

お

よ

び
和

訳

文

)

『
同

上

』
第

七

巻

、

五

百

五

十

～

五

百

五

十

二

頁

。

項
目
番
号
三
百
三

明
治
七
年

一
月
十
九
日

「
グ
ロ
ヴ
ア
」
商
会
破
産
管
財
人

「ポ
ッ
ト
」

よ
り

高
島
出
張
上
野
外
務
少
輔
宛

「
高
島
炭
坑
引
渡

シ

一
件
無
事
落
着

セ
ル
ニ
付
謝
意
表
明
ノ
件
」

(
英
文
お

よ
び
和
訳
文
)

『
同

上

』
第
七
巻
、
五
百
五
十
四
～
五
百
五
十
五
頁
。

餅而



項
目
番
号
三
百
四

明
治
七
年

一
月
十
九
日
吉
井
鉱
山
頭
と

「
グ

ロ
ヴ
ア
」
商
会
破
産
管
財
人

「
ポ

ッ
ト
」
と
の
調
印
せ
る
証

書

「高
島
炭
坑
買
収
執
行

ノ
件
」

(
英
文
お
よ
び
和
訳
文
)

『
同

上

』
第
七
巻
、
五
百
五
十
五
～
五
百
五
十
八
頁
。

項
目
番
号
三
百
五

明
治
七
年

一
月
十
九
日
高
島
出
張
上
野
少
輔
よ
り
寺
島
外
務
卿
宛

(電
報
)

「高
島
炭
坑
受
取
方
終
了
ノ
旨
報
告
ノ
件
」

『
同

上

』
第
七
巻
、
五
百
五
十
八
頁
。

項
目
番
号
三
百
九

明
治
七
年

一
月
二
十
六
日
英
蘭
各
公
使
よ
り
寺
島
外
務
卿
宛

「高
島
炭
坑
買
収
代
価

ヲ
和
蘭
商
社
代
人

「
ピ
ス
ト
リ
ウ
さ

二
払
渡

シ
方
依

頼

ノ
件
」

(英
文
お
よ
び
和
訳
文
)

『
同

上

』
第
七
巻
、
五
百
六
十

一
～
五
百
六
十
二
頁
。

項
目
番
号
三
百
十
二

明
治
七
年

一
月
二
十
九
日
寺
島
外
務
卿
よ
り
英
蘭
各
公
使
宛

「高
島
炭
坑
買
収
代
価

ヲ
和
蘭
商
社
代
人

「
ピ
ス
ト
リ
ウ
ス
」

二
払
渡

シ
タ

ル
旨
等
回
答

ノ
件
」

『
同

上

』
第
七
巻
、
五
百
六
十
四
頁
。

項
目
番
号
三
百
十
三

明
治
七
年

一
月
三
十
日

(仮
)
高
島
出
張
上
野
外
務
少
輔
記

(推
想
)

「高
島
炭
坑
買
収
顛
末
書
」

『
同

上

』
第
七
巻
、

五
百
六
十
四
～
五
百
六
十
六
頁
。

二
、
高
島
石
炭
の
直
輸
出
問
題
に
関
す
る
件

『
日
本
外
交
文
書

』
第
十

一
巻

の
〈
事
項
十
九
〉
に
は
、
明
治
七
年
三
月
か

ら
同
十

一
年
七
月
に
至
る
ま
で
の
高
島
石
炭
直
輸
出
問
題
、

つ
ま
り
長
崎
を
経

由
す
る
こ
と
な
し
に
、
高
島
よ
り
石
炭
を
直
船
積
輸
出
し
て
欲
し
い
と
い
う
内
容

の
独
逸
公
使
申
出
の
件
に
関
す
る
顛
末
資
料
が
見
え
る
。

こ
の
件

に
関
す
る
主
な
文
書
項
目
を
体
系
的
に
整
理
し
て
見
る
と
、
次

の
如

く
で
あ
る
。

項
目
番
号
百
九
十
四

明
治
十

一
年
二
月
七
日
寺
島
外
務
卿
よ
り
三
条
太
政
大
臣
宛

「高
島
石
炭
輸
出

ノ
儀

二
付
独
公
使
往
復
顛
末
上
申

ノ
件
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
二
～
四
百
十
三
頁
。

〈
附
属
書

一
V
明
治
十
年
十

一
月
二
十
八
日
付
独
逸
公
使

「
フ
ォ
ン
・
ア
イ

ゼ

ン
デ

ッ
ヘ
ル
」
よ
り
寺
島
外
務
卿
宛
書
翰

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
三
～
四
百
四
頁
。

〈
附
属
書
二
〉
明
治
十

一
年

一
月
三
十

一
日
付
寺
島
外
務
卿
よ
り
独
逸
公
使

「
フ
オ
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
デ

ッ
ヘ
ル
」
宛
返
翰

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
四
頁
。

(附
記

一
)
明
治
七
年
三
月
十
四
日
付
寺
島
外
務
卿
よ
り
三
条
太
政
大
臣

宛「高
島
石
炭
之
儀

二
付
在
上
海
品
川
領
事

ヨ
リ
建
言

二
付
伺
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
四
～
四
百
八
頁
。

(
別
紙

一
、
二
、
三
)
明
治
七
年

一
月

一
日
付
在
上
海
品
川
領
事
よ
り

寺
島
外
務
卿
宛
建
言

(国
産
石
炭
の
対
清
国
直
輸
出
に
関
す
る

トづ



建
言
)

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
五
～
四
百
八
頁
。

(
附
記
三
)
明
治
七
年
九
月

二
十
四
日
於
外
務
省
寺
島
外
務
卿
独
逸
公
使

「
フ
オ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
」
応
接
記

(
高
島
石
炭
直
船
積
輸
出
問
題

に
関
す
る
対
談
)

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
九
頁
。

(附
記
四
)
明
治
八
年

一
月
十

八
日
於
外
務
省
寺
島
外
務
卿
独
逸
公
使

「プ
ラ
ン
ト
」
応
接
記

(高
島
石
炭
直
船
積
輸
出
問
題
に
関
す
る

対
談
)
b

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
九
～
四
百
十
頁
。

(
附
記
六
)
明
治
八
年
七
月

二
十
二
日
於
外
務
省
寺
島
外
務
卿
独
逸
公
使

「
フ
オ
ン
・
ホ
ル
レ
!
ベ
ン
」
応
接
記

(高
島
石
炭
直
船
積
輸
出

問
題

に
関
す
る
対
談
)

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
十

一
～
四
百
十
二
。

(
附
記
七
)
明
治
八
年
八
月
十
四
日
於
外
務
省
寺
島
外
務
卿
独
逸
公
使

「
ホ
ル
レ
ー
ベ
ン
」
応
接
記

(高
島
石
炭
直
船
積
輸
出
問
題
)

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
十
二
～
四
百
十
三
頁
。

る
器
械
使
用
差
留
願
)
を
め
ぐ

る
英
国
公
使

「
パ
ー
ク
ス
」
と
寺
島
外
務
卿
と

の
間
に
往
来
し
た
書
翰
、
同
訴
訟
件
を
取
扱

っ
て
い
た
各
級
裁
判
所

(
東
京
裁

判
所
、
東
京
上
等
裁
判
所
、
大
審
院
)
の
意
見
書
な
ど
が
見
え
る
。

つ
ま
り
、

英
国
公
使

「
パ
ー
ク
ス
」
は
、

「
ジ
ヤ
ル
ヂ
イ
ン
・
マ
テ
ソ
ン
」
会
社
側
の
申

出
書

(英
国
公
使
宛
)
を
根
拠
と
し
て
、
同
訴
訟
件
に
つ
い
て
の
日
本
法
廷
の

取
扱
方
に
対
し
抗
議

の
意
を
表
明
し
た
寺
島
外
務
卿
宛
の
書
翰
と
、

こ
れ
に
対

す
る
寺
島
外
務
卿
の
返
翰
お
よ
び
各
級
裁
判
所

の
辮
明
書
な
ど
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
主
な
文
書
項
目
を
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

項
目
番
号
百
九
十
六

明
治
十

一
年
四
月
十

一
日
寺
島
外
務
卿
よ
り
三
条
太
政
大
臣
宛

「
英
国
人
詞
訟

二
付
東
京
裁
判
所
其
他
ノ
法
廷
取
扱
上

二
対

シ
同
国
公
使

ヨ

リ
苦
情
申
出
候
儀

二
付
上
申

ノ
件
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
十
四
～
四
百
二
十
頁
。

〈
附
属
書
〉
明
治
十

一
年
三
月
二
十
八
日
付
英
国
公
使

「
パ
ー
ク
ス
」
よ
り

寺
島
外
務
卿
宛
書
翰

(和
訳
文
)

『
同

上

』
第
十

一
巻
へ

四
百
十
五
～
四
百
二
十
頁
。

卜↓

項
目
番
号
百
九
十
五

明
治
十

一
年
七
月
九
日
寺
島
外
務
卿
よ
り
伊
藤
内
務
卿
宛

「
高
島
石
炭
海
外
直
輸
出
免
許

二
関

ス
ル
件
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
十
四
頁
。

三
、
高
島
炭
坑
に
関
す
る
英
商
社
訴
訟

の
件

『
日
本
外
交
文
書

』
第
十

一
巻

お
よ
び
第
十
二
巻

の
〈
事
項
十
九
〉
に
は
、

「
ジ
ヤ
ル
ヂ
イ

ン
・
マ
テ
ソ
ン
」
会
社
の
出
訴
件

(高
島
炭
坑
に
設
置
し
て
い

項
目
番
号
百
九
十
七

明
治
十

一
年
十

一
月

一
日
大
木
司
法
卿
よ
り
三
条
太
政
大
臣
宛

「高
島
炭
坑

二
関

ス
ル
詞
訟

一
件

ニ
ツ
キ
東
京
裁
判
所
意
見
書
進
達
ノ
件
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
二
十

一
～
四
百
二
十
二
頁
。

〈
附
属
書
〉
明
治
十

一
年
十
月
二
十
三
日
付
東
京
裁
判
所
池
田
判
事
よ
り
大

木
司
法
卿
宛

「英
国
公
使
論
駁

ノ
書
翰

二
対

ス
ル
辮
明
書
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、

四
百
二
十

一
～
四
百
二
十
二
頁
。



項
目
番
号
百
九
十
八

明
治
十

一
年
十

一
月
二
十

一
日
大
木
司
法
卿
よ
り
三
条
太
政
大
臣
宛

「
高
島
炭
坑

二
関
ス
ル
詞
訟

一
件

ニ
ツ
キ
大
審
院
長
及
東
京
上
等
裁
判
所
長

意
見
書
進
達

ノ
件
」
『
同

上

』
第

十

一
巻
、
四
百
二
十
三
～
四
百
三
十

一
頁
。

〈
附
属
書

一
V
明
治
十

一
年
十

一
月
十
八
日
付
大
審
院
長
玉
乃
世
履
よ
り
大

木
司
法
卿
宛

「
英
国
公
使

ヨ
リ
寺
島
外
務
卿

二
送
リ
シ
書
翰
中
大
審
院

二
関

セ
シ
疑

問

二
付
テ
ノ
辮
明
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
二
十
四
～
四
百
二
十
九
百
発

〈
附
属
書
二
〉
明
治
十

一
年
十

一
月
十
九
日
付
東
京
上
等
裁
判
所
長
西
成
度

よ
り
大
木
司
法
卿
宛

「
英
国
公
使

ヨ
リ
寺
島
外

務
卿

二
送
リ
シ
書
翰
中
東
京
上
等
裁
判
所

二

関

セ
シ
疑
問

二
付
テ
ノ
辮
明
」

『
同

上

』
第
十

一
巻
、
四
百
二
十
九
～
四
百
三
十

一
頁
。

項

目

番

号

二

百

二

十

八

明

治

十

二

年

二

月

三

日
英

国

公

使

「
パ

ー

ク

ス
」

よ

り
寺

島

外

務

卿
宛

「
ジ

ャ

ル
ヂ

イ

ン

・
マ
テ

ソ

ン
」

会

社

ヨ
リ
後

藤

象

二
郎

二
係

ル
炭

坑

器

械

使

用

差

止

願

ノ
件

ニ
ツ
キ
同

社

申

出
書

差

送

ノ
件

」

『
同

上

』
第

十

二

巻

、

三

百

七
十

七

～

三

百

七

十

八
頁

。

〈
附

属

書

V

明

治

十

二

年

一
月

二

十

九

日
付

「
ジ

ャ

ル
ヂ

イ

ン

.
マ
テ

ソ

ン

会
社

よ

り

「
パ

ー

ク

ス
」

宛

「
ジ

ャ

ル
ヂ

イ

ン

・

マ
テ

ソ

ン
」

会

社

申

出
書

(
和

訳

文

)

『
同

上

』
第

十

二

巻

三

百

七

十

八

頁

。

項

目

番

号

二

百

二
十

九

明

治

十

二
年

二

月

六

日
寺

島

外

務

卿

よ

り

英

国

公

使

「
パ

ー

ク

ス
」

宛

「
ジ

ャ

ル
ヂ

イ

ン

・
マ
テ

ソ

ン
」

商

社

ノ
申

出

二
対

シ
回

答

ノ
件

」

『
同
上

』
第

十

二

巻

、

三

百

七
十

八

～

三

百

七

十

九

頁

。

福

岡

県

史

第

一
巻

(上
下
二
冊
)

一
巻
～

四
巻

(全

八
冊

)

〈
覆
刻
版
〉

福
岡
県
発
行

定

価

一
揃

三
〇
、
O
O
O
円

福
岡

県
全
域

(
筑

前

、
筑

後
、

豊

前

)

古
代

、
中
世

(
安

土
・
桃
山
時
代

ま

で
)

第
二
巻

(上
下
二
冊
)
近
世

第
三
巻

(上
中
下
三
冊
)

第
四
巻

明
治
維
新

福
岡
藩
、
秋
月
藩
、
直
方
藩
及
び

幕
領
唐
津
領
、
中
津
領
、
対
島
領

上
巻

(近
世
、
久
留
米
藩
)

中
巻

(近
世
、
柳

川

藩
)

下
巻

(近
世
、
小

倉

藩
)

福
岡

、
秋
月

、
久
留

米
、
柳

川
、

三
池

、
香
春

、
豊
津

、
千
束
各

藩

財

団

法

人

分
売
致
し
ま
せ
ん
(在
庫
少
数
)

分
売
価
格

一
二
、
○
○
○
円

分
売
価
格

四
、
○
○
○
円

分
売
価
格

四
、
○
O
O
円

分
売
価
格

四
、
○
○
○
円

分
売
価
格

四
、
○
○
○
円

西

日

本

文

化

協

会

U腫胴圏圏國圏■
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